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平成２７年度鎌ケ谷市男女共同参画推進懇話会第３回会議録 

 

日  時  平成２８年２月１６日（火）午後１時２０分～２時１０分 

場  所  鎌ケ谷市役所６階 第１・２委員会 

出席委員  平田委員、右京委員、田中委員、山田委員、中臺委員 

欠席委員  内海﨑委員、平林委員、堤委員、石黒委員、秋谷委員 

事 務 局  笠井市民活動推進課長、大伯男女共同参画室長、高橋主査 

記  録  高橋 

傍聴者数  ０名 

 

会 議 内 容 

 

１ 開 会  大伯男女共同参画室長 

 

２ 会長挨拶 内海﨑会長欠席のため平田副会長 

 

３ 会議録署名人の選出 名簿順により田中委員、山田委員が選出された。 

 

４ 議題 

 

（１）「鎌ケ谷市男女共同参画推進計画第２次実施計画（案）」に係るパブリックコメ

ントの結果について 

（事務局）  資料により説明。 

（副会長）  ただ今のご説明について、何かご意見等はございますか。 

       ご意見等がないようでしたら、議題の（２）に移らせていただきます。 

 

（２）男女共同参画条例制定に係る検討結果について 

（副会長）  それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

（事務局）  資料により説明。 

（副会長）  ただいまの説明について、何かご意見等はございますか。 

       ご意見等がないようでしたら、私から１点お聞きします。 

       先ほど、県内７市で男女共同参画条例が制定済みであるとの説明が 

      ありましたが、何か特徴はあるのでしょうか。 

（事務局）  ７市それぞれの条文の内容につきましては調べておりませんが、 

      男女共同参画条例は理念条例ですので、男女共同参画社会を実現する

ための考え方や責務が規定されており、大きな差違はないものと思わ

れます。 

（副会長）  わかりました。ほかに何かご意見等はございますか。 

（山田委員） 以前の懇話会で、制定する年度を決めたような記憶があるのですが。 

（副会長）  平成２８年度からの第２次実施計画では、条例制定に向けた作業に 

      いつ頃着手していくか目標を定め、懇話会としては、他市の条例を 

            参考にしながら、制定に向けての手順や制定前後でどのような変化が

あったのか、具体的な情報を事務局にまとめていただき、それについ

て審議していくということであったと思います。 

（事務局）  今回の検討結果につきましては、第２次実施計画期間の最終年度で

ある平成３２年度を目途として掲げ、男女共同参画条例が制定済みで
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ある７市の制定までの経緯等を十分に調査したうえで、条件整備を進

めていくとしておりますが、以前の懇話会でも制定する具体的な年度

については定めておりません。 

（副会長）  条件整備と並行して、施策を推進していくための根拠として条例が

あるということを、市民の皆さまに理解していただくために、情報提

供していく必要があるとも、平成２７年３月の懇話会でご意見があっ

たと記憶していますが、そのような理解でよろしいですね。 

（事務局）  結構です。 

（副会長）  ほかに何かご意見等はございますか。 

ご意見等がないようでしたら、私からもう１点お聞きします。 

       前回の策定の時には、基本計画の体系の部分を英語バージョンで作

成した記憶があるのですが、今回も作成されるのでしょうか。 

（事務局）  基本計画の体系につきましては、男女共同参画推進計画のなかで定

められておりますので、目標、施策の基本的方向、具体的施策に変更

はなく、今回の第２次実施計画の策定にあたっては、男女共同参画に

係る「エンパワーメント」「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」の

二つの用語の説明を加えただけの変更となっております。 

       用語の英訳となりますと、企画財政課企画政策室に在籍する通訳の

方に依頼する必要がございます。 

（副会長）  このまま英訳するのは難しいと思いますので、それぞれの国の文化

や考え方を踏まえた定義を調べたほうが、適切な用語解説になるので

はないでしょうか。 

（事務局）  調べてみます。 

（副会長）  ほかに何かご意見等はございますか。 

ご意見等がないようでしたら、議題の（３）に移らせていただきま

す。 

 

（３）施策評価について 

（副会長）  それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

（事務局）  資料により説明。 

（副会長）  ただ今のご説明について、何かご質問等はございますか。 

ご意見等がないようでしたら、私から１点お聞きします。 

       施策の評価を行わないということは、年度別に進捗状況を把握して

いた、事業ごとの実施度の評価も行われなくなるということでしょう

か。 

（事務局）  事業ごとの実施度の評価は、今後も行ってまいります。 

     各担当課単位での事業評価を年度ごとに実施度というかたちで、「鎌

ケ谷市男女共同参画推進計画第１次実施計画進捗状況」のなかで明記

しております。また、進行管理表では課題を抽出することで、次年度

の取組に反映させておりますことから、平成２７年度の検討結果とし

ては、施策自体としての評価は行わないこととしたものです。 

なお、平成２８年度からの第２次実施計画においても、引き続き事

業として掲げておりますことから、他市の導入状況を調査したうえで、

１０年間の基本計画に対する総括的な評価も含め、検討していきたい

と考えているところです。 
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（副会長）  わかりました。 

  ほかに何かご意見等はございますか。 

ご意見等がないようでしたら、議題の（４）に移らせていただきま

す。 

（４）その他 

（副会長）  それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

（事務局）  次回の会議につきましては、平成２８年の５月下旬を予定しており

ますので、よろしくお願いいたします。 

（副会長）  それでは、本日の会議は終了とさせていただきます。 

      委員の皆さまお疲れ様でした。 

 

○以上で会議は終了した。 

 

会議録署名人の署名 

 以上、会議の経過を記載し、相違ないことを証するため次に署名する。 

 

 平成２８年４月１３日 

 

                  氏名    田中 誠次       

 

                  氏名    山田 芳裕       


